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	応用
	抗原情報
	背景
	キラー細胞免疫グロブリン様受容体、2つのIgドメインおよび長い細胞質テール5B（KIR2DL5B） ホモサピエンス キラー細胞免疫グロブリン様受容体（KIR）は、ナチュラルキラー細胞およびT細胞のサブセットによって発現される膜貫通糖タンパク質です。KIR遺伝子は多型性があり、高い相同性を有し、1 Mbの白血球受容体複合体（LRC）内の染色体19q13.4上のクラスターとして存在します。KIR遺伝子クラスターの遺伝子内容はハプロタイプによって異なりますが、いくつかの「フレームワーク」遺伝子はすべてのハプロタイプに存在します（KIR3DL3、KIR3DP1、KIR3DL4、KIR3DL2）。KIRタンパク質は、細胞外免疫グロブリンドメインの数（2Dまたは3D）と、長い（L）細胞質ドメインと短い（S）細胞質ドメインの有無によって分類されます。長い細胞質ドメインを持つKIRタンパク質は、免疫チロシン阻害モチーフ（ITIM）を介してリガンド結合時に阻害シグナルを伝達する一方、短い細胞質ドメインを持つKIRタンパク質は機能を持たない：ナチュラルキラー（NK）細胞上のHLA-Cアレルに対する受容体。NK細胞の活性を阻害し、細胞溶解を防ぐ。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属する。,類似性：2つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,
	研究分野
	抗原処理と提示、ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害、移植片対宿主病、
	画像データ
	

	KIR2DL5B抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

